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一抄録一

浅川巧学術会議特別講論

稲賀繁美

(国際日本文化研究センター教授)

一九二二年六月四日、日本統治下の京城にいた浅川巧は、つぎのように書い

ている。おりから朝鮮神社の建設がすすめられ、光化門の撤去が話題となって

いた時期のことである。

「少し下ると朝鮮紳祉の工事をしてゐた。美しい城壁は壊され、壮麗な門は

取除けられて、似つきもしない崇敬を強制する様な神社など巨額の金を費やし

て建てたりする役人等の腹がわからない。山上から眺めると景幅宮内の新築庁

舎など実に馬鹿らしくて腹が立つ。白岳や勤政殿や慶会楼や光化門の聞に無理

強情に割り込んで、座り込んでゐる処はいかにもづうづうしい。然、もそれ等の建

物の調和を破っていかにも意地悪く見える。白岳の山のある間永久に日本人の

恥をさらしてゐる様にも見える。朝鮮紳社も永久に日鮮両民族の融和を計る根

本の力を有してゐないばかりか、これから又問題の的にもなることであら

つ」

浅川巧の生誕120年、没後80年を記念する顕彰会の出版事業に寄稿を求めら

れた者として、この浅川の手記を出発点に、以下の3点の、いささか厄介な問

題を手短に検討したい。

1. 浅川巧による朝鮮陶磁器や家具の評価は、朝鮮紳枇や総督府庁舎建設に

代表される日本による韓宇島支配政策と、いかに異なったものとして肯定的に

認識できるのか。それとも植民統治権力同様の支配行為の一変種として、否定

的に糾弾されるべきなのか。

2. 浅川は率先して朝鮮の民具や陶磁器を再評価した。だが、外国人であ

り、しかも植民地支配者である浅)1Iが先鞭をつけた事業には、現在でもなお、

宇島側から批剣が提起きれている。日く、浅川や柳宗悦による朝鮮陶磁器の評

価は、韓民族の幹持や美意識に対する侵害である。浅川は朝鮮民衆の生活に同

化しようとしたが、かれの同情は植民者側に典型的な優越感にもとづく家父長

主義の現れにすぎない。朝鮮民族美術館の運営を含む浅川の事業は、文化財に

対する一種の強奪行為であり、かえって宇島の民族意識を卑下させ、恥辱の念

を植え付けた、との論調である。浅川らの営みを、このような批判から救うこ

とは可能だろうか。また救うべきだとすれば、それはいかなる論理に基づきう

寸
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るのだろうか。

3. より一般的に、そもそも自己の文化を他文化に所属する論者によって評

価されることの、居心地の悪さは、何に由来するのか。褒められた場合の、く

すぐったいような感情、あるいは筋違いにみえる評価に対して抱く反感や立腹

は、どこからやってくるのか。ある民族の「民族の心」は、他民族から評価さ

れてしまえば、いやおうなく値減りしてしまうものなのだろうか D 他民族には

誤った評価しかできないのだろうか。そして他民族の評価に対しては、拒絶を

貫くことこそが、自「民族の心」の擁護には不可欠なのだろうか。

浅川巧の生涯とその存在とは、いまなお、そうした聞いを我々に突きつけて

いる。
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